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都市ガス用途開発
都市ガス原料の低炭素化 石炭系

ガス燈 調理（ガスかまど）

石油系

エネルギー事業におけるイノベーションの歴史

社会的背景とグループの取り組み

グループ事業に
おける
成長の歴史

■社会的課題・ニーズ

地域の
安全性向上

石油ランプからガス燈へ

ガス燈の普及に努める

ガスによって変わる生活 人口増加・戦後復興 環境への関心の高まり

ガス供給開始 新しい暮らし
の提案 LNGの導入 先進的な

商品の開発

ライフスタイル
の変化

エネルギー
需要の増加

持続可能な
社会の実現

■Daigasグループの価値共創

1905年
ガスの供給開始

資本金
35万円を
もって設立

2015年
水澤化学工業（株）の
株式を取得

1897年
設立

海外
エネルギー
事業

LBS
事業

カーボン
ニュートラルへの
挑戦

当時、しばしば火事の原因となった石油ラン
プや高価な電灯が普及しており、都市部での
社会課題でした。

様々な生活様式や人々の慣習も変化しつ
つあり、女性の社会進出も始まりました。

エネルギー需要の増加や急激な
都市化への対応が必要となりま
した。

SDGs採択、パリ協定発効、TCFD提
言発表等、全世界が取り組むべき喫
緊の課題として挙げられています。

会社設立理由に市民への安全で低廉な
ガスの供給を掲げ、ガス燈の普及に努め
ました。

ご家庭の厨房へのガス普及は従

を激減させました。

天然ガス転換は膨大な先行投資
を伴う長期プロジェクトでした
が、供給安定性向上や環境負荷軽
減等が図られました。

省エネルギー・CO 2削減に貢
献する先進的な機器・システ
ム開発を行い、お客さまととも
に低・脱炭素化に努めます。

2013年
Jacobi Carbons ABの
株式を取得

1960年
北港工場操業開始
（1989年操業停止）

1971年
泉北工場
操業開始

1975年
天然ガス
転換開始

1979年
世界初の冷熱発電用
プラント操業開始

1977年
泉北製造所
第二工場操業開始

1984年
姫路製造所操業開始

1990年
天然ガス転換終了

2016年
低圧電気供給事業に
参入

2009年
泉北天然ガス発電所営業運転開始

国内
エネルギー
事業

価値創造
プロセス

1972年
ブルネイからのLNG導入開始

2004年
米国IPP ※事業に
参画

2013年
シンガポールで
ガス販売事業開始

2009年
豪州ゴーゴンLNG

プロジェクトの権益取得

2014年
タイでのエネルギー
サービス事業開始

2019年
米国フリーポート
LNGプロジェクト
商業運転開始

2019年
ベトナムにおける
天然ガス供給
事業会社設立

1949年
近畿コークス販売（株）設立
（現  大阪ガスケミカル（株））

1965年
（株）大阪ガス不動産設立

（現  大阪ガス都市開発（株））

1983年
オージー情報システム（株）設立

）研総スジーオ）株（  現（

1981年
（株）オージー
スポーツ設立

調理（炊飯器、グリル付きコンロ）

1947年 
中央研究所  設置

1950年 
ガス器具研究所  設置

調理（レンジ）

1992年
（株）オージス総研設立

1991年
大阪ガスケミカル（株）

設立

1924年
本社陳列場で
定時料理講習会開始

1989年
（株）アーバネックス設立
（現 大阪ガス都市開発（株））

電力事業・海外エネルギー事業

家庭用・業務用 
（厨房・暖房・給湯）暖房（ガスストーブ、ファンヒーター）

給湯（給湯暖房）　床暖房　浴室乾燥機

産業用（ガスバーナー）

コージェネレーション・燃料電池

天然ガス

産業用（ボイラ・工業炉）

電源開発

ガスかまど

家庭用燃料電池「エネファーム」
（ツナガルde機能）

1945年
第1次・第2次
合併を実行
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